
現状と課題 実践１期　土器文様の施文の違いやリズムを音で表現する実践
① 考古学における音楽
　・楽器の考古学的研究（弥生時代以降が主）
　・縄文楽器は土鈴を除き、その実在性が不明瞭
　　（土笛・石笛・土器太鼓・木琴）
② アート×考古学の潮流
　 博物館・遺跡公園における音楽
　・館内に復元土器太鼓を置いたり、縄文まつりで使用
　・東日本の博物館で「銅鐸を鳴らしてみよう」
　・新潟県立歴史博物館の「縄文サウンドスケープ」展示
　・遺跡のイメージソング、考古学エレジーなどの演奏
　・アーティストによる縄文楽器演奏（太鼓・笛など）
　・アーティストによる土器文様の譜面化
③ 音楽教育における古代の楽器
　・「弥生の土笛」は人気メニュー（図工等とも連携）

考古学的実態にそぐわない活用例だ

強い印象を与え、
古代へ想いをはせるきっかけとなる
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美術・造形分野では多くのアーティ
ストが新たな価値を生み出しており
音楽分野でも意義ある試みだ

目的
　・社会科×音楽科のクロスカリキュラム（相乗効果による学びの深まり）
コンセプト
　・実物の土器と考古学的説明を手掛かりとした創作活動
　・土器破片の文様（施文具の違いや施文のリズムなど）を音楽で表現
　・縄文の自然素材（木の実・豆・貝・骨・石・木・葦）を使用
　・國學院大學栃木短期大学の考古学と教員養成課程とのコラボレーション
対象
　・栃木県主催子どもの未来創造大学の講座「縄文遺跡を発掘しよう！」
　　に応募した県内小学３年生～６年生（2016年度20名・2017年度19名）

新しい価値の創出を目指した縄文土器を用いた協働的な音楽づくりの試み
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科研費 挑戦的研究(萌芽)「縄文土器文様を奏でる：考古学と音楽教育の協同による新感覚体験学習プログラムの創出」（2020～2023年度）

実践２期　土器文様構造と音楽の構造を関連づけた実践
コンセプト
　・地元の土器（完形・略完形）とその展開写真を用いる。
　・土器の文様構造を音楽の構造（リズム・強弱・音の重なり・反復・呼びか
　　けとこたえなど）に置き換えてみる
対象
　・小学校音楽の授業（2018年度栃木市立小野寺南小学校表現活動交流会
　　全学年約80名、2020年度尼崎市立下坂部小学校６年生約30名×２組）ほか
課題
　・「土器文様を音に置き換えるだけでは創造性は育まれない」
　・「文様の細かい部分だけに注意が行き、土器全体を感じられない」
　・文様構造のバリエーション豊富な中期土器しか使えない？

実践３期　土器に触れたイメージを重視し、「新しい価値の創造」を目指した「協働的な学び」としての実践
コンセプトの大幅な変更
音楽科以外の実践（2021年度蓮田市立平野中学校全学年進路講演会、國學院大學栃木中学校３年総合的な学習の時間）
学校以外＝同級生以外での実践（2021年度～春日部市郷土資料館、2021年度栃木市星野遺跡＋寺尾公民館、2022年度は下記参照）

①復元住居で生活をイメージ、
　身体表現を取り入れた実践
　（春日部市郷土資料館）

②史学部とダンス部を招請、
　高校生の分析力と表現力に感心
（キョクトウとちぎ蔵の街楽習館）

③国史跡と展示館を見学、
　前期と中期の土器を奏で分ける
　（史跡黒浜貝塚×蓮田市中央公民館）

史跡黒浜貝塚を散策（VR/クリ）

前期土器と中期土器を２家族で演奏

土器の特徴を書き出す(ここではＳと穴に注目)

発表（この班はSを∞として演奏）

復元住居前で学芸員の解説を聞く

文様を粘土と身体で再現

・「縄や波のうねうね部分が多かった…
　うねうねしているところを再現した」
・「海があることを知って、いろいろな
　貝を使っていることがわかりました。
　…貝のこすれる音がきれいなので、使
　いました。サヌカイトを使って、音を
　出したことが楽しかったです」

・「地元のものに触れることでより身近
　に感じられた」
・「上と下で模様が全く違っていたため
　上と下で音を変えた」
・「１つの土器を見るにしても、１人１
　人考えたイメージや音が異なるので、
　みんなが納得のいく音というのをつく
　るには、やはりアイディアの出し合い
　が大切なのだと感じました」

・１は「強く」、２は「優しく叩いた」
・１は「もようが面白いし変わっている
　（形も）」、２は「形もシンプル」
・１は「３種類を組み合わせたハーモニ
　ーを出す」、２は「静かな、おごそこ
　な感じを出す」（保護者）
・「子供が積極的に意見を述べていたの
　で頼もしかった」
※土器１＝中期　土器２＝前期

※土器は県埋文センター貸出キット

課題と展望

・縄文鍋・石器づくり・竪穴住居宿泊・音素材集めなどと組み合わせた比較的長めのプログラムの実践
・縄文まつりなどのイベント用の簡易的なプログラムの開発
・創作を通じて文化財に触れることによる新たな価値の創造の意義について、関連する実践を含めた理論的整理
・学術的知見・協働的な学びの場の提供元としての博物館・公民館の意義についての理論的整理

実践動画・報告
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１．経緯と標準的プログラム 
 本発表では、発表者らが実施してきた〈縄文土器×音楽〉

のワークショップの目的・成果・課題について、2022 年度の

実践を中心に、考古学の活用という観点で報告を行う。 
 本ワークショップは、國學院大學栃木短期大学の考古学担

当であった中村と、教員養成課程において音楽教育を担当す

る早川が中心となり、2015 年度より、目的設定や方法の試行

錯誤を繰り返しながら実践を重ねてきた。考古学実習に伴う

体験発掘の場からスタートし、小学校音楽科の授業としての

実践を行ってきた。土器の文様を観察し、音に置き換えて音

楽づくりを行うことを目指した。縄文時代の「楽器」につい

ては考古学的に定説がないため、むしろ当時の日常にあった

自然素材での音楽づくりを行うこととした。 
 さらに、科研費を得て、2021 年度からはコロナ禍の中では

あるが、春日部市郷土資料館（担当：實松・鬼塚）、栃木市寺

尾公民館および蔵の街楽習館（担当：鈴木・永田）、蓮田市中

央公民館（担当：横山）において、音楽教育研究者（石井・

永岡・近藤）の助言を得て、実践を重ねてきた。現在は概ね、

下記のような内容となっている。 
①導入：大形等尺年表、縄文風衣装などで関心を高める。 
②縄文を学ぶ：土器の機能、縄文時代の生活・食べ物、地域

の遺跡などを紹介（博物館の場合、展示室で行う）。 
③土器の観察：地元の土器の現物を借用。現代鍋と比較、器

形・文様構成などの特徴を観察。 
④音探し：土器の特徴的部位に合わせ、縄文時代に存在した

自然素材の中から音素材を選ぶ。 
⑤音楽づくり：土器（形・文様、文様構成、土器から連想す

る暮らしなど）を発想の手掛かりとして音楽をつくる。 
⑥発表：作品のコンセプトを紹介し、演奏。他班の解釈や演

奏方法、講師の講評を共有。 
⑦振り返り：参加者アンケートまたはその場で感想等を共有。 
２．ワークショップの目的 
 当初、本ワークショップは、縄文土器文様の施文法の違い

やそれを含めた文様配置などの構造を読み取ってもらうこと

に重点を置いていた。繰り返しや強弱などの文様構造の特徴

は、音楽の構造とも通じている、という発想であった。具体

的には、口縁部と胴部で交互に単位文が繰り返されている場

合は、A-B-A-B という音楽として再現し得るということであ

り、実際に一定の成果を得た。学習指導要領の社会科・音楽

科の内容を踏まえ、社会科では身近な遺跡から出土した縄文

土器の実物に触れることで歴史・文化財に関する関心・知識

を高め、音楽科では音素材の特徴と音楽の構造に関する知識

を活用した創造性を養うことを目的とした。しかし、この方

法では類似した作品となり、音楽科として重要な創造性が養

えないとの助言を得た。文様に合った音を選ぶなど創造的な

部分もあると考えているが、少なくともこの方法で先に進む

ことは困難な状況となった。そこで、土器の文様構造につい

ては前面に出さず、気になった文様や形を言葉と音、あるい

は身体の動きで表現し、それをもとに音楽として構成してい

くこととした。 

 博物館や公民館での実践では学習指導要領のような明文化

された目標は無いが、例えば歴史系博物館であれ社会科的な

目的（歴史的知識、順序や比較などの考え方）を立てること

も可能である。しかし、それ以上に土器の見方や音楽づくり

においては相互の意見の理解と調整が重要な要素となるの

で、「協働的な学び」というより上位の目的を掲げることと

した。この点は学校でも重要だが、参加者同士が初めて出会

う場合が多い社会教育の場での単発のワークショップではさ

らに大きな意味をもってくるだろう。栃木市蔵の街楽習館の

実践では、通常の参加者公募ではなく、鈴木のコーディネー

トによって、史学部とダンス部という違う高校の異なる部活

動に参加してもらったが、それぞれの得意分野を活かした鋭

い分析と表現力によって、大きく異なる作品が生まれた。 

３．創造的ワークショップにおける考古学的情報の意味 
 春日部市では、2021 年度・2022 年度と継続して実施して

おり、各回とも学芸員が館内の復元竪穴住居を中心に縄文時

代の生活について説明を行った上で、貝塚の獣骨・貝殻など

にも触れる場を設けた。栃木市寺尾公民館では、館内でのワ

ークショップに先立ち近隣の星野遺跡公園に集合し、復元住

居や土器を見学した。蓮田市では蓮田市文化財展示館（担当：

小林）と合同で実施することとなり、会場（市役所）に隣接

する国史跡黒浜貝塚で AR による再現などを体験したほか、

史跡内でワークショップ導入の音遊びを行った。こうした体

験を経て実施した土器の観察や音楽づくりでは、見方や表現

の仕方のバリエーションが豊富となった。 

 近年、遺跡・遺物を歴史資料以外の見方で取り扱う例が増

加している。もとより「文化財」としてどのように見られて

も良いのだが、音楽づくりと同様、モノとして「自由に見

る」場合と、その背景を知って見る場合とでは、後者のほう

がより深く、独自の見方が可能なようである。 

４．２つの土器の比較 

 蔵の街楽習館の実践に際し、石井からは土器の雰囲気をも

とに「曲想」をイメージすることで、土器に沿った作品が得

られるのではないかとの助言を得た。また、蓮田のワークシ

ョップでは、これまで用いてきた中期の派手な土器ともに、

蓮田市を代表する前期土器を用い、班ごとに分担して、作品

の違いを検討しようと考えたが、近藤の提案によって全班

が、前期と中期の２つの土器を用いることとし、両者の違い

を音で表現し分けられるかを検証することとした。結果とし

て、進行上の問題もあり、検証まではできなかったが、音楽

づくりで違いを表現することは可能であった。 

 考古資料の理解のために実測やスケッチが奨励されてきた

が、音に変換するという方法もまた、異なった観点から対象

を理解することができることを示している。特に、対象を比

較することは、「叩く・鳴らす」という比較的単調な音づく

りに、方法の工夫を加えることにつながった。これらは、縄

文人の感性を再現することとは異なるが、現在を生きる私た

ちに新たな見方を与えてくれるものである。 

＊科研費 20K20851 による。実践動画・報告は以下で公開。 

https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music/ 


